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研修テーマ

地域住民との新しいつながりを見出すための
社会教育システムの構築に向けて

１．取組の背景とねらい

持続可能な社会の実現に向け、地域の可能性
を引き出す学びをつくる社会教育のあり方

檜山管内社会教育主事会サブテーマについて

担い手の協働・共栄

持続可能な社会の実現に向け、地域の可能性
を引き出す学びをつくる社会教育のあり方



奥尻町について

場所：檜山管内（道南）
人口：約２，１００人
名物：ウニ、海（奥尻ブルー）、なべつる岩

１．取組の背景とねらい

奥尻町について

氏名：千嶋 将寛 出身：？？？
趣味：バスケットボール



奥尻町の課題とニーズ

・子どもの遊び場（公園など）の減少
・２つの地区の交流
・冬期間中の運動機会
・大人向けの事業が少ないこと
・異世代間交流 etc.

１．取組の背景とねらい

１.定期開催の子ども向け事業
２.大人と子どもが一緒になって出来る事業
３.冬の間のスポーツ事業



１．取組の背景とねらい

目標：担い手との協働・共栄

事業展開：
①定期開催の子ども向け事業
②大人と子どもが一緒になって出来る事業
③冬の間のスポーツ事業



２．事例紹介（バルシューレ）

バルシューレとは…科学的根拠のあるボール運動

128種類のボールや全身を使ったボール運動を行
い、運動に必要な能力や社会的能力を育むもの



２．事例紹介（バルシューレ）

地域の人からの提案

単発の事業として行ってみる（R4）

【教委】定期開催の継続事業として展開（R5）

【地域住民】自主的な活動と事業協力（R6）



２．事例紹介（バルシューレ）

活動について（主体：教委、協力：団体、包括支援）
・シニア向けの運動教室の展開

目的：冬期間の運動機会の充実
コミュニティ形成
健康維持・増進

結果：11名が参加。好評であった

今後：ヨガやモルックなど様々な運動も取り入れる

１.定期開催の子ども向け事業
３.冬の間のスポーツ事業



２．事例紹介（バルシューレ）

活動について→助成金を活用した活動の展開
・定期開催（毎月1回）
現在、22名が登録（幼稚園児・小学生）

１.定期開催の子ども向け事業
２.大人と子どもが一緒になって出来る事業
３.冬の間のスポーツ事業



・指導者の育成
岩見沢市より講師を招聘し開催
5名が新規講師となった。
→持続可能性

・他町との交流
江差町のバルシューレ団体と交流

→オール檜山・ふるさと愛

２．事例紹介（バルシューレ）



他にもまだまだ課題点はある。

・シニア向け（教委）

新規参入しやすい工夫

固定化せずに様々な運動を取り入れる。

・バルシューレ団体

助成終了後に今年度と同じようにできるかどうか

子どもの人数が少なくなっていく中での工夫

３．今後の構想



他にもまだまだ課題点はある。

・シニア向け（教委）

新規参入しやすい工夫

固定化せずに様々な運動を取り入れる。

→ヨガや体操などといったニーズに応え、

新規参入や固定化せずに楽しみながらできるよ

うにする

３．今後の構想



他にもまだまだ課題点はある。

・バルシューレ団体（地域住民）

子どもの人数減少に伴う参加者数の減少

助成終了後の活動の縮小

→事業展開の仕方などアドバイス

他助成金などの情報提供

３．今後の構想



４．まとめ

公的機関（役場・教育委員会）

地域の人たち（担い手）

・情報提供（助成金など）
・補助（施設の借用）
・アドバイス etc

担い手となる地域住民の方が主体
→持続可能・地域の可能性につながる



４．まとめ

・目的（主軸）をもって事業を考える。

・町の課題点やニーズを把握する。

・地域住民との協働

・ニーズに合わせた事業の展開・改善



檜山管内合同研修事業（仮称）について
・檜山管内の中学生を対象に体験型の事業を
令和７年度～令和９年度にかけて実施予定

目的：
①次世代のリーダー育成
②オール檜山として持続可能な事業の展開

５．情報提供


